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 〔年始のご挨拶〕 
 

新年明けましておめでとうございます。 

 

昨年は、消費税増税の実施、日銀の追加緩和、市場の予想を超えるピッチでの円安進行、

原油価格の大幅下落など強弱入り混じった要因により、株式市場は堅調に推移したものの

実体経済は政府が描くシナリオ通りとはなっておりません。 

この様な経済環境下、昨年末の衆議院議員総選挙の与党圧勝によりアベノミクスが堅持、

推進されることとなり、医療分野を含む日本再生という目標に向かったより具体的な諸策

が講じられるものと期待しております。 

 

さて、当社が期待を込めて 2012 年６月より進めて参りました特発性肺線維症（IPF）を対

象疾患とする PC-SOD NE（吸入製剤）の日韓共同による第Ⅱ相臨床試験について、昨年

11 月に治験データがまとまり、安全性では問題なかったものの有効性については証明する

ことが出来なかったという結果は既にお知らせした通りでございます。 

しかし、同製剤の安全性は確認されておりますので、対象疾患、投与方法、投与量、投与

期間の変更でいくつかの選択肢があります。 

今後につきましては、治験データの解析を進め関係諸機関とも相談しながら開発を進める

予定であります。 

 

なお、当社にはその他にもパイプラインがあり、更に新薬候補のシーズ探しとしてドラッ

グ・リポジショニング（DR）研究も積極的に進めその成果も徐々に出ております。 

また、DR 研究の間口を広げるため、国内で使用されている既存薬を網羅した DR 研究用の

検体ライブラリーを作製し、大学等の研究機関へ提供する事業を昨年開始いたしました。 

 

当社は難病に苦しむ患者様のためにという理念のもと、各パイプラインの開発ステージア

ップに尽力して参ります。 

 

ステークホルダーの皆様におかれましては、今年もご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申

し上げます。 
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